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県）に限定されています。 この地域 

には同時にN— 1 タイプも分布して 

いますが，量的にはN— 1 タイプの 

方が多く分布しているようです。私 

は新発田（新潟県）附近の10地点で 

ァオゥキクサを採集しましたが， 1 

地点からのみN—2 タイプがとれ，

残りの9 地点からのものはN— 1 夕 

イプでした。 K タイプは，はじめ京 

都大学の構内でとれたものですから 

その頭文字をとってK タイプと名付 

けたものです。その後かなり多くの 

ァオゥキクサを日本各地から収集し 

ましたが，京都大学以外からK タイ 

プを見つけることはできませんでし 

た。京大ではかつて三木茂先生が水 

生植物を研究されており，その時多 

くの外国産の植物を移入されたこと 

が記録に残っていますので，K タイ 

プはおそらくこれら外国産のゥキク 

サの逸出したものであろうと推定さ 

れます。 S タイプは南九州から沖縄 

にかけて分布しています。九州では 

N— 1 タイプと混生していますが，

奄美大島，沖縄諸島にはS タイプだ 

けが分布しています。 S タイプの分 

布域はさらに南へのび，台湾を経て

中国南部， タイまで分布することが確認されています。

既に読者のなかにはお気付きになった方もあるかと思 

いますが，K タイプを除き，アオウキクサの3 タイプの 

日本における分布パターンはツバキ属やァオキ属のそれ 

とよく似ています。ァオウキクサの各タイプが現在のよ 

うな分布パターンをとるに至った地史的背景については 

私もツバキ属について津山尚先生が提唱された説とほぼ 

同じ考え方をしています。すなわち，アオゥキクサの先 

祖型は本来熱帯に起源を持つ植物であり，かって地球が 

現在より温暖であった時期に南方のァオゥキクサの先祖 

型が北へと分布を拡げ，少くとも□本の青森県あたりま 

では分布していたと想像されます。やがて氷河期がおと 

ずれ，気温の低下とともに日本の大部分でァオゥキクサ

図 2. 日本における L e m n a  paucicostataの各タイプの分布

N— 1 タイプ， 〇 ：N—2 タイプ， K タイプ 

S タイプ

の先祖型は絶滅したと思われますが，裏日本の豪雪地域 

では，冬期の雪の下での以外な暖かさ （ 0 ° C )と土壌含 

水量の高さのため，ァオゥキクサの先祖型が生き残り， 

これがN—2 タイプへと分化してきたものと考えられま 

す。一方氷河期でも，南九州や沖縄あたりでは，先祖型 

のアオウキクサが生き残り， これが現在のS タイプに相 

当するものであろうと考えます。日本に最も広く分布す 

るN— 1 タイプは氷河期の終りとともにS タイプから分 

化し，北へと分布を拡げたものか，あるいはS タイプと 

は独立に日本へ分布（たとえば稲作技術とともに□本へ 

導入された）したものかは， まだ不明です。この仮説は 

さらに証拠を集め検討する必要があります。
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染色体の観察

遺伝学の大家である木原均先生は次のようなことを述 

ベています。 「地球の歴史は地層に，•生物の歴史は染色 

体に記されている。J そこでナオウキクサの4 タイプの系統番号

染色体を調べてみました。N—1 タイプは，系統ごとに 

染色体数は異なっていました。たとえば泊（富山県）産 

の系統は2 n = 7 0 ,館 山 （千葉県）産は2n = 6 6 ,比良

(滋賀県）産は2n  = 7 2 ,串 本 （和歌山県）萑は2n  =: 

84などです。他の系統の染色体教については正確に数え 

ませんでしたが，約70ぐらいの数でした。このようにN 

- 1 タイプの植物は7倍体あるいは8 倍眛の集団であり 

かっ異数性を示すようです。 （アオゥキクサ属の植物で 

は染色体数2 n =20が知られていますので，基本数は10 

と考えられます。）N—2 タイプは，いずれも2 n =40 

の染色体数を持っ4 倍体の集団でした。花粉母細胞でも 

20個の 2 価染色体が認められます。K タイプは2 n =50 

の 5 倍体の植物でした。 この植物は実験室でも自然条件 

下でも全く種子をっくりません。おそらく 5 倍体による 

不稔性が原因と考えられます。 S タイプはN—2 タイプ 

同様 2 n =40からなる4 倍体の集団でした。 これらの結 

果は表1 にまとめました。ァオゥ牛クサの染色体は非常 

に小さく（約 1 A ) , 核型は区別できませんでした。

一般に同一種あるいは近縁な植物間に染色体の倍数系 

列があるときには，倍数性の低い植物ほど原始的であり, 

良好な環境に生育し，倍数性が高くなるほど，進化した 

植物であり，より悪い環境下でも生育できると考えられ 

ています。染色昧の観察からも，N - 1 , N—2, SO 

3 タイプのうち， S タイプ （ 4倍体）が最も原始的な夕 

イプであることがわかります。またN - 2 タイプも4 倍 

体ですから， S タイプの直接の子孫だと考えられます。

N— 1 タイプは7倍体あるいは8 倍体ですから， S タイ 

プより悪い環境に分布（より北に分布）していることも 

うなずけます。

自家和合性と自家不和合性

植物は一般に受粉によって受精し，種子を稔らせます 

が，受精には大別すると2 つのタイプがあります。一つ 

は同ークローン（同じ遺伝子組成を持っ植物）の花粉で 

受精できるタイプ（自家和合性）。もう一っは異なった 

クローン（異なる遺伝子組成を持つ植物）の花粉でない

表 1 . 日本産アオウキクサの系統番号，原産地， タイプと 

染色体数

誦  緯 度 ' イ プ ミ ト

441 深 川 （北海道） 43°48z N N - 1 ca 70

421 大 沼 （北海道） 41O59'N N - 1 ca 70

401 八 郎 潟 （秋田） 39°59ZN N - 1 ca 70

392 気 仙沼（宮城） 38°54ZN N - 1 ca 70

391 酒 田 （山形） 38O56'N N - 2 40

384 豊 浦 （新潟） 37°56ZN N - 2 40

383 新発田k新潟） 37°57^ N - 1 ca 70

382 両 津 （新潟） 38°05zN N ~ 2 40

381 新発田'（新潟） 37°58ZN N - 2 40

371 泊 （富山） 36°57yN N - 1 70

362 小日和田（岐阜） 36°02zN N - 2 40

355 館 山 （千葉） 35°01zN N— 1 66

353 京都大学（京都） 35°02zN N - 1 ca 70

352 比 良 （滋賀） 35°11^ N - 1 72

351 京都大学（京都） 35°02zN K 50

345 福 山 （広島） 34O28'N N - 1 ca 70

342 今 治 （愛知） 34°01zN N - 1 ca 70

341 湯 浅 （和歌山） 34°02z N N - 1 ca 70

335 串 本 （和歌山） 33°34ZN N - 1 84

331 熊 本 （熊本） 32°49ZN S 40

321 西 都 （宮崎） 32o06z N N - 1 ca 70

315 鹿 児 島 （鹿児島） 31°34ZN S 40

285 秋 名 （鹿児島） 28°26y N S 40

261 那 覇 （沖縄） 26°14ZN S 40

241 石 垣 （沖縄） 24°20z N S 40

( 1 ) ca 70=66〜76 (正確には数えなかった）

と受精できないタイプ（自家不和合性）です。

アオウキクサの種子形成について調べたところ，N— 1.

N—2 タイプは自家和合性であり， S タイプは自家不和 

合性（表 2 ) でありました。一般に近縁植物に自家和合性 

と自家不和合性がある場合，自家不和合性を示す植物の 

方が自家和合性の植物よりも原始的であると考えられてい 

ます。ですから，やはり，3 タイプのうちでは，自家不和合 

性を示すS タイプが最も原始的な植物と考えられます。
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表 2 . アオウキクサの系統3 3 1と2 4 1 ( S タイプ）との間での 

人 r 交配による種子産生率

交 配 :交 配 率 味 ）

? (?

331 x 331 4.3 土 0.3

241 x 241 8.7 土 1.7

331 x 241 30.3 土 5.7

241 x 331 69.3 七 6.4

⑴ 1 0 0 個体交配し，できた種子数の平均値

おわりに

日本産アオウキクサは種々の形質の比較検討から4 夕 

イプに分類できることがわかりました。各タイプのおも 

な相違点を表3 に整理しました。このような調査から各 

タイプの進化上の類縁関係がある程度明らかになってき 

ました。特に地理的分布，染色体数，自家不和合性 （ S 

タイプ），自家和合性 （ N— 1 . N — 2 タイプ）などの 

形質から， 3 タイプのうち， S タイプが最も古いタイプ 

の植物であると考えられ， これらが自家和合性，越冬芽 

形成能力を獲得し，豪雪地域に適応したのがN—2 タイ 

プであろうと考えられます。一方N— 1 タイプは自家和 

合性，染色体数の高倍数化 (2 n  =66〜8 4 )によりS 夕

イプから分化してより環境の悪い地域へ分布（南から北 

へ）を拡げたとも解釈できますが，これについてはまだ 

十分な資料が集まってはいません。これらの関係を知る 

ためには，各タイプ間での交配実験，アイソザイムの比 

絞，さらに外国産のアオゥ牛クサとの類縁関係などの調 

査が必要だと思われます。分類学的にこれらのタイプを 

どのように位置づけるかも残された問題です。
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ホァイアオイ雑話

第 1 章来歴と分布

沖 陽 子

さて，季節は万物が生きる歓びを享受する爽やかな好 

時節となってきた。新緑に混じって藤の花や桐の花の紫 

色が，目に染みるような青空に映えて美しい。同色の気 

品高い紫色に魅せられて，今回もホテイァオイの話を進 

めよう。序章でも少し述べたが，ホテイァオイはミズァ 

オ イ 科 {Pontederiaceae ) に属する多年生の単子葉 

植物である〇 この科は5〜 7 属にわかれ，約30〜40種を 

有する。 日本には北村氏によると， ミズァオイ属 （A/么 

nochoria ) とホテイアオイ属{ E i c h h o r n i a } の2 

属しか存在していない。種としては，遺跡調査では必ず 

種子が出土することから古代から人間生活とかかわりの 

深かったコナギ {Monochoria v a g i n a l i s )と，ホテ 

イァオイほど艷かではないが碧青色の美花を多数つける 

様は独特の風情を釀し出すミズァオイ （Af. Korsako. 

w i i ) と、ホテイアオイ(Eichhornia eras sipes) 

の 3 種である0 こ の Eich h o r n i a  属は，世界では他 

に 5 種 （ 6種説も有る）存在する。 E. azurea， E ， 

paniculate^ E t paradoxa、 E . natans と 五 。 

diversifolia であるが，E. diversifolia を除いて

(岡山大学農業生物研究所）

(この種のみアフリカ原産）すべて原産地はホテイアオ 

イと同じ南米とされている。 しかし，ホテイアオイのみ 

が原産地より離れて広く世界に放浪の旅を続け，世界十 

大害草のひとつになってしまったのは何故であろうか。 

が，将來，他の種は熱帯域の原産地で生息しているに過 

ぎなかったという事実が塗りかえられるかもしれない。 

というのは，中国などでは園芸種として栽培されている 

E ・a z u r e a が Weed A bstrac ts  (世界で発表され 

た雑草に関する論文の抄録が掲載されている月刊雑誌） 

に記載されるようになってきたからである〇 F . azurea 

はホテイアオイと近似種であるが，常に泥中に根をおろ 

す抽水型であるところが異なる。この種が栽培植物から 

逸脱してホテイアオイと同様に雑草化するか否かは不明 

だが，予断は許されない。なぜならば，北緯4 0 °から南 

緯4 5 °までの熱帯，亜熱帯，温帯に広く分布するホテイ 

アオイも最初は観賞用植物として各国に導入されのち 

に人為的に水系に捨てられ雑草化した経歴を持つからで 

ある。現在，水生雑草として繁茂する多くの植物が同様 

の経路を辿っている。
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